
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い

待
機
児
童
の
問
題
は
全
国
的

に
も
深
刻
で
、
飯
能
市
も
、

２
０
１
８
年
度
の
入
所
希
望

者
は
１
２
６
７
名
と
前
年
よ

り
増
え
て
お
り
、
入
所
で
き

な
い
児
童
は
77
名
と
な
り
ま

し
た
。

待
機
児
童
緊
急
対
応
策
と

し
て
市
は
、
６
月
議
会
に

補
正
予
算
を
組
み
、
保
育

士
７
名
（
山
手
保
育
所
６

名
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

１
名
）
を
採
用
し
、
山
手

保
育
所
の
保
育
室
を
工
夫

し
て
、
30
名
の
待
機
児
童

を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
し
た
。
保
育
士
採

用
に
つ
い
て
は
28
歳
ま
で

で
、
現
在
の
臨
時
保
育
士

も
受
験
対
象
と
し
、
臨
時

保
育
士
も
積
極
的
に
募
集
す

る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
９
月
議
会
の

山
田
議
員
の
一
般
質
問
の
答

弁
で
、
「
保
育
士
採
用
は
年

度
途
中
の
た
め
応
募
者
が
少

な
く
６
名
で
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
の
１
名
を
採
用
し
、
保

育
資
格
の
あ
る
保
育
課
の
職

員
を
１
名
配
置
し
て
１
歳
児

５
名
、
２
歳
児
５
名
の
10
名

の
み
受
け
入
れ
る
こ
と
」
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

保
育
士
採
用
が
困
難
な
中
、

６
名
の
応
募
者
が
あ
り
な
が

ら
１
名
し
か
採
用
せ
ず
、
待

機
児
童
の
３
分
の
１
し
か
解

消
さ
れ
な
い
こ
と
は
と
ん
で

も
な
い
こ
と
で
す
。
心
待
ち

し
て
い
た
保
護
者
に
と
っ
て

も
到
底
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
長
の
緊
急
対
策
を
期
待
し

た
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
市

民
の
信
頼
を
裏
切
る
も
の
で

す
。

二
次
募
集
を
行
い

年
内
に
は
30
名
受
入
を

緊
急
申
し
入
れ
で
は
、

「
市
は
、
重
大
な
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
、
受
験
者
の
年

齢
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
、

直
ち
に
二
次
募
集
を
行
っ
て

保
育
士
を
確
保
し
、
30
名
の

待
機
児
童
を
12
月
ま
で
に
解

消
す
る
こ
と
。
ま
た
、
現
在

働
い
て
い
る
常
勤
的
非
常
勤

保
育
士
を
正
規
保
育
士
と
し
、

臨
時
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

行
い
、
抜
本
的
な
対
策
に
踏

み
出
す
こ
と
」
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

対
応
し
た
上
良
二
副
市
長

は
、
「
現
在
、
来
年
度
の
採

用
試
験
も
実
施
し
て
お
り
、

既
卒
者
な
ど
条
件
に
よ
っ
て

は
、
前
倒
し
採
用
も
考
え
ら

れ
る
。
民
間
に
も
色
々
と
お

願
い
に
も
回
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
臨
時
保
育
士
の
処
遇
に

つ
い
て
は
他
の
非
常
勤
の
改

善
と
合
わ
せ
る
と
多
額
の
費

用
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

日
本
維
新
の
会
・
坂
井
え

つ
子
議
員
の
主
張
の
特
徴
は
、

徹
底
し
た
「
行
革
」
で
す
。

平
成
29
年
９
月
議
会
で
は

「
28
年
度
一
般
会
計
決
算
認

定
」
に
対
す
る
質
疑
と
反
対

討
論
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「
老
人
福
祉
費
の
敬
老

い
金
の
廃
止
に
つ
い
て
」

坂
井
市
議
「
戦
後
、
脆
弱

で
あ
っ
た
年
金
制
度
の
補
完

目
的
で
敬
老
年
金
、
既
に
多

く
の
自
治
体
で
見
直
し
の
段

階
を
終
え
て
、
現
金
支
給
と

い
う
の
は
廃
止
が
す
す
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。
変
更
と

か
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
の
転
換

が
な
さ
れ
て
い
る
流
れ
の
中

で
こ
の
祝
い
金
事
業
に
つ
い

て
の
成
果
を
伺
い
た
い
」

答
弁

「
祝
い
金
の
支
給
状

況
は
、
28
年
度
実
績
で
、
77

歳
の
方
８
８
８
人
に
各
７
０

０
０
円
、
88
歳
の
方
３
２
８

人
に
各
１
万
円
、
99
歳
以
上

の
方
57
人
に
各
３
万
円
、
以

上
合
計
１
１
２
０
万
６
０
０

０
円
の
支
給
を
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

継
続
し
て
い
る
が
見
直
し
の

時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
後

支
給
方
法
な
り
こ
の
事
業
に

就
い
て
は
検
討
し
て
い
く
」

＊
そ
の
後
、
29
年
12
月
議
会

に
「
敬
老
祝
い
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
案
」
が
提
案
さ

れ
、
保
守
・
公
明
・
維
新
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
、
30
年
度

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

②
「
自
治
会
活
動
、
体
育

協
会
へ
の
補
助
金
支
出
に

つ
い
て
」

坂
井
市
議
「
自
治
会
活
動

推
進
費
に
つ
い
て
、
全
く
の

新
規
で
の
仲
間
入
り
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
長
く
活
動
さ

れ
て
い
る
方
の
伝
統
と
な
り

つ
つ
あ
る
部
分
が
あ
る
な
ど
、

税
の
支
出
先
と
し
て
確
認
が

必
要
」
「
体
育
協
会
へ
の
補

助
は
、
や
は
り
特
定
の
関
係

者
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
全

く
の
一
般
市
民
の
参
加
が
ど

こ
ま
で
促
せ
た
の
か
問
題
だ
」

な
ど
と
団
体
へ
の
補
助
金
支

出
が
特
定
の
市
民
へ
の
支
出

だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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飯
能
市
立
博
物
館

で
「
ー
未
来
へ
つ

な
ぐ
地
域
の
記
録

―
吾
野
」
の
特
別

展
（
10
月
14
日
〜

12
月
9
日
）
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
別
展
は
地
域
の
人
々

の
「
自
分
た
ち
の
歴
史
を

残
し
た
い
」
と
い
う
思
い

が
結
実
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
は
吾
野
地
域

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
特
別
展
が

困
難
で
難
し
い
問
題
に
一

石
を
投
じ
、
地
域
再
生
の

一
助
に
な
る
こ
と
を
心
か

ら
願
う
も
の
で
す
▼
吾
野

地
域
で
は
、
来
春
か
ら
施

設
隣
接
型
小
中
一
貫
校

「
奥
武
蔵
創
造
学
園
」
が

発
足
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
東
吾
野
、
西
川
、
吾
野

小
学
校
は
統
合
し
て
奥
武

蔵
小
学
校
、
中
学
校
は
奥

武
蔵
中
学
校
と
し
て
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
教
育
等
か
ら

積
極
的
に
学
び
、
世
界
最

先
端
の
教
育
に
取
り
く
む

と
い
い
ま
す
▼
小
中
一
貫

教
育
は
少
な
く
と
も
飯
能

市
全
体
の
問
題
で
す
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
教
育
に
学
ぶ

と
い
い
な
が
ら
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
を
な
く
し
て
し
ま
う
な

ど
本
気
度
を
疑
わ
せ
る
対

応
も
あ
り
ま
す
。
自
分
た

ち
の
地
域
、
学
校
を
ど
う

す
る
の
か
、
も
っ
と
論
議

が
必
要
な
気
が
す
る
の
で

す
が
。

「
行
革
」
迫
る
維
新
の
主
張

日
本
維
新
の
会
・
坂
井
市
議
の
質
疑
と
討
論

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団
は
17
日
、
大
久
保
勝
飯
能
市
長

に
対
し
て
、
「
保
育
所
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
緊
急
要
望

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

消費税学習会

10月28日(日)午後1時30分～
富士見公民館

消費税１０％ストップ
国民の暮らしを守る

お話：梅村さえこさん

元全国消費税を

なくす会事務局

長・参院比例区

予定候補

主催：消費税廃止飯能連絡会



10
月
は
３
つ
の
常
任
委
員

会
の
県
外
行
政
視
察
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
厚
生
文

教
、
総
務
常
任
委
員
会
の
特

徴
的
な
も
の
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

15
〜
16
日

宮
崎
県

①
宮
崎
県
日
南
市
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
視
察
。

地
域
資
源
と
企
業
の
リ
ソ
ー

ス
を
活
用
し
、
自
治
体
と
民

間
が
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
中
で
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
資
金
・

ス
キ
ル
・
空
間
・
安
全
を
基

調
に
取
り
組
み
、
１
０
０
人

以
上
の
雇
用
を
創
出
し
て
い

る
と
い
う
。

感
心
し
た
の
は
、
貧
困
と

格
差
を
な
く
す
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
と
地

元
企
業
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

と
し
て
、
行
政
と
企
業
が
連

係
し
て
、
子
ど
も
食
堂
を
２
ヶ

所
開
設
。
企
業
や
農
家
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
て
余
裕
が
で

た
材
料
で
、
地
域
の
独
居
高

齢
者
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

②
都
城
市
笛
水
小
中
一
貫
校

の
取
り
組
み
を
視
察
。

平
成
22
年
度
か
ら
施
設
一

体
型
（
１
年
生
か
ら
９
年
生
）

の
一
貫
校
。
現
在
、
児
童
生

徒
数
は
10
人
。
こ
の
地
域
の

住
民
は
１
３
０
世
帯
。
４
つ

の
公
民
館
が
あ
り
、
活
発
な

地
域
活
動
が
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
実
践

な
ど
で
地
域
と
学
校
の
連
携

が
強
い
こ
と
、
そ
の
主
役
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
位
置
付

け
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
職
員
室
は
ひ
と
つ
で
小

中
学
校
の
教
員
が
相
互
に
乗

り
入
れ
て
授
業
も
行
い
、
小

学
部
は
５
年
生
３
人
、
６
年

生
１
人
で
す
が
、
複
式
授
業

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
も
あ
り
、
全
て
の

児
童
生
徒
、
教
職
員
が
一
緒

に
昼
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

記

新
井
た
く
み

総
務
常
任
委
員
会

15
〜
16
日
青
森
・
秋
田
県

①
青
森
県
弘
前
市
の
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
視
察
。

近
年
、
様
々
な
分
野
で
活

用
が
進
ん
で
い
る
ク
ラ
ウ
ド

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

を
活
用
し
て
、
地
方
公
共
団

体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
集
約

と
共
同
利
用
を
周
辺
自
治
体

と
連
携
し
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る

経
費
の
削
減
等
を
図
る
も
の

で
、
弘
前
市
で
は
大
鰐
町
、

田
舎
館
村
、
西
目
屋
村
で
平

成
27
年
か
ら
共
同
利
用
を
開

始
。
30
年
度
に
は
平
川
市
も

参
加
し
５
市
町
村
で
電
算
シ

ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
い

る
。
弘
前
市
で
は
住
民
記
録

や
税
金
関
係
、
児
童
手
当
な

ど
の
福
祉
関
係
情
報
な
ど
30

件
の
業
務
を
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
化
し
て
お
り
、
市
で
独

自
に
シ
ス
テ
ム
を
運
用
・
保

守
管
理
を
行
っ
て
い
た
時
よ

リ
２
億
６
６
０
０
万
円
ほ
ど

経
費
が
削
減
さ
れ
て
い
る
と

の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

②
秋
田
県
大
館
市
の
空
き
公

共
施
設
の
有
効
活
用
を
視
察
。

大
館
市
で
は
、
平
成
17
年

の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
保

育
所
、
障
害
者
施
設
な
ど
の

公
共
施
設
の
空
き
が
発
生
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
平
成
24
年

「
大
館
市
空
き
公
共
施
設
等

利
活
用
促
進
条
例
」
を
制
定

し
た
。
新
た
に
常
用
の
従
業

員
を
雇
用
す
る
事
業
者
を

「
指
定
事
業
者
」
と
し
て
指

定
し
、
譲
渡
額
の
減
額
や
固

定
資
産
税
の
免
除
等
を
行
っ

て
い
る
。
障
害
者
支
援
施
設

や
保
育
所
が
食
品
加
工
施
設

に
転
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
や
雇
用
機
会
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

記

滝
沢
お
さ
む
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関
屋
の
秋
丁
字
（
セ
キ
ヤ
ノ
ア
キ
チ
ョ
ウ
ジ
）

こ
の
時
期
、
半
日
陰
の
道
端
な
ど
に
青
紫
色
の
小
さ
な
筒
状

の
花
を
沢
山
付
け
て
咲
い
て
い
ま
す
。
背
丈
は
30
cm
か
ら
条

件
が
揃
え
ば
１
ｍ
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

同
じ
種
類
の
生
物
が
、
箱
根
山
や
南
ア
ル
プ
ス
を
境
に
西
と

東
で
分
類
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
魚
類
で
は
、

東
の
ヤ
マ
メ
と
西
の
ア
マ
ゴ
が
有
名
で
す
が
、
植
物
で
も
、

秋
丁
字
が
そ
う
で
、
関
屋

と
付
く
の
が
東
に
分
布
し
、

西
に
分
布
す
る
も
の
は
、

た
だ
の
秋
丁
字
と
言
い
ま

す
。

関
谷
は
関
所
の
番
小
屋
を

言
い
、
箱
根
の
関
所
の
周

り
に
咲
い
て
い
た
か
ら
と

言
う
説
が
あ
り
ま
す
。

全
国
の
事
例
、
何
を
生
か
す
か

各
常
任
委
員
会
で
行
政
視
察

ム
ー
ミ
ン
谷
の

年
金

着
々
と
ム
ー
ミ
ン
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
で
き
あ
が
り
そ
う

で
す
ね
。

ム
ー
ミ
ン
の
小
説
の
中
に

年
金
の
話
が
出
て
き
ま
す
。

ヘ
ム
レ
ン
さ
ん
は
、
遊
園
地

の
切
符
き
り
を
毎
日
淡
々
と

し
て
い
ま
す
。
夢
は
老
齢
年

金
で
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
で

す
。ム

ー
ミ
ン
谷
に
も
年
金
が

あ
っ
た
ん
だ
と
び
っ
く
り
。

遊
園
地
は
大
雨
で
流
さ
れ
て

し
ま
い
、
ス
ケ
ー
ト
場
計
画

が
浮
上
し
ま
す
。
し
か
し
、

ヘ
ム
レ
ン
さ
ん
は
た
だ
た
だ

年
金
で
静
か
に
暮
ら
す
こ
と

だ
け
が
望
み
で
す
。

ヘ
ム
レ
ン
さ
ん
の
気
持
ち

と
っ
て
も
わ
か
り
ま
す
。
ヘ

ム
レ
ン
さ
ん
は
遊
園
地
で
子

供
た
ち
が
楽
し
く
遊
ん
で
ほ

し
い
け
ど
、
静
か
に
遊
ん
で

欲
し
い
と
望
み
ま
す
。
作
者

の
ト
ー
ベ
ヤ
ン
ソ
ン
の
目
線

が
中
々
お
も
し
ろ
い
で
す
。

年
金
が
充
実
し
て
い
て
老
後

静
か
に
暮
ら
せ
る
ム
ー
ミ
ン

谷
に
移
住
し
た
く
な
り
ま
し

た
。

真
由
美

オ
ス
プ
レ
イ
を
横

田
基
地
に
配
備
さ

せ
な
い

10
月
27
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜

東
京
都
福
生
市
・
多

摩
川
中
央
公
園

情
勢
報
告
・
リ
レ
ー
ト
ー

ク
・
ア
ピ
ー
ル
行
進

＊
飯
能
市
平
和
委
員
会
と

し
て
、
東
飯
能
駅
を
12
時

６
分
発
の
八
高
線
で
参
加

し
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
東
京
連
絡
会


